
ボランティア便り NO.13 

  

シャロームの建物まわりをお花で彩る「シャロームフラワープロジェクト

（SFP）」に、ボランティアとして携わってくださっている、眞部さんをご紹

介いたします。 

 

・ボランティアのきっかけは何ですか？ 

ご主人様が常日頃から「ボランティアをすることはいいよ」とおっしゃっていましたが、

仕事が忙しかったのでなかなか機会がなかったそうです。 

もともと花が大好きでお庭に 100 鉢の花を育てていたある日、近くの施設の方がお散歩

の通りすがりに「わあ、きれいね」「私の家でも咲いていた」とお話しがはずんでいる様

子を見て、「これならば私にできるボランティアだ」と思ったことがきっかけだそうです。 

 

・ボランティアで楽しいことは何ですか？ 

 とにかくお花が大好きなので、情報番組で「どこどこのお花が見頃です」と聞くと現地

へ鑑賞に行ったり、ガーデニングをされている方の庭を見て勉強したり、見るのも育て

ることも大好きです。そして、花壇の前を通る方が、喜んでくださることがまた励みに

なります。 

 

・ボランティアをしていて大変なことは何ですか？ 

 夏は涼しくなってからの水やりや、雨が降った後に花柄を小まめに詰んでいます。 

小さなお花がずっと咲き続けられるように、手入れをしながら育てることも好きですが、

その場所や状況（ニーズ）に合わせて、どのようなお花がここに合うかな、と考えながら

植えています。 

 

「お花が大好きなので」「きれいな

花を見ると明るい気持ちになりま

す」と、お話しの中で何度もおっし

ゃっていました、お花の状態をよ

く観察し、天気を見ながら手入れ

を丁寧になさっているからこそ、

きれいなお花が咲くのですね！ 

 


